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条件を示す．バイオエタノールの流量は約 1.0~1.5 g/s，実験圧力は 0.3 MPaA とし，実験








表 1 実験条件 
 




















実験目的 触媒を使用しない場合 触媒を使用する場合 触媒反応容器の形状を変化させた場合
実験種別 等温 等温 等温

























































図 2 電気炉出入口のガスエンタルピー変化  図 3 触媒付近のガスエンタルピー変化 
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